
平
成
27
年 

日
本
内
経
医
学
会 

研
究
発
表
会 

 
『
黄
帝
医
籍
研
究
』
要
旨 

 

真
柳 

誠 

     

わ
た
し
は
拙
著
を
一
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
な
が
め
る
と
辟
易
し
、
い

い
環
境
だ
と
寝
て
し
ま
う
。
他
人
な
ら
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
予
測
で
き
た
の
で
、
『
難
経
』
以
外
の
章
末
に
総
括
や
結
語
を

整
理
し
た
。
し
か
し
今
そ
れ
ら
を
な
が
め
て
も
、
や
は
り
眠
く
な

る
。
そ
こ
で
六
千
字
く
ら
い
の
要
旨
な
ら
通
覧
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
い
つ
き
、
な
ん
と
か
圧
縮
し
て
み
た
。
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

さ
い
わ
い
で
あ
る
。 

  

 

序
説 

黄
帝
医
籍 

  

黄
帝
医
籍
と
は
書
名
に
「
黄
帝
」
を
冠
す
る
中
国
医
学
古
典

籍
で
、
漢
代
の
『
素
問
』
『
九
巻
（
針
経
・
霊
枢
）
』
『
難
経
』
と
、

初
唐
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
『
明
堂
』
『
甲
乙
経
』
『
太
素
』
を
総

称
す
る
わ
た
し
の
造
語
で
あ
る
。
拙
著
全
六
章
で
は
、
こ
れ
ら
六

文
献
ご
と
の
成
書
と
伝
承
を
考
究
し
た
。
第
六
章
三
節
以
下
で

は
、
紀
元
前
に
お
け
る
孔
穴
・
経
脈
の
認
知
か
ら
唐
代
ま
で
の
変

遷
を
、
出
土
文
物
と
黄
帝
医
籍
よ
り
総
合
的
に
議
論
し
た
。 

  

第
一
章 

『
素
問
』 

  

本
書
は
前
漢
ま
で
の
文
献
群
に
も
と
づ
き
一
世
紀
初
に
編
纂
さ

れ
、
『
傷
寒
論
』
序
（
三
世
紀
初
）
に
「
素
問
」
と
記
録
さ
れ
た
。

の
ち
全
元
起
注
本
（
約
五
〇
〇
）
と
王
冰
次
注
本
（
七
六
二
）
を

へ
た
が
、
と
も
に
現
存
し
な
い
。
全
元
起
本
が
隋
・
唐
で
「
黄
帝

素
問
」
と
著
録
さ
れ
、
書
名
に
黄
帝
を
冠
し
た
の
は
、
医
官
育
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成
の
教
材
と
し
て
黄
老
思
想
で
権
威
性
を
付
与
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。
王
冰
本
も
黄
帝
を
冠
し
て
い
た
。
王
冰
序
は
『
甲
乙

経
』
序
（
四
世
紀
後
半
）
の
表
現
を
一
部
改
変
し
、
『
素
問
』
九

巻
と
『
霊
枢
』
九
巻
が
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
黄
帝
内
経
」
一

八
巻
で
あ
る
と
い
い
、
の
ち
定
説
と
さ
れ
る
。 

 

北
宋
で
は
王
冰
注
本
に
新
校
正
注
を
付
加
し
た
煕
寧
本
二
四

巻
の
校
刊
（
一
〇
六
九
）
が
従
来
か
ら
知
ら
れ
、
書
題
は
「
補
註

黄
帝
内
経
素
問
」
だ
っ
た
。
あ
ら
た
に
存
在
を
論
証
し
た
北
宋
版

に
は
、
孫
兆
に
よ
る
元
豊
校
刊
本
（
一
〇
七
八
～
八
五
）
、
蔡
京

ら
に
よ
る
宣
和
校
刊
本
（
一
一
二
一
）
が
あ
る
。
南
宋
の
紹
興
本

（
一
一
五
五
）
で
は
、
王
継
先
ら
が
「
〔
重
広
補
註
〕
黄
帝
内
経

素
問
」
の
書
題
で
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
二
四
巻
と
合
刻
し
、
王

冰
説
の
「
黄
帝
内
経
」
を
実
体
化
し
て
い
た
。
紹
定
本
（
一
二
二

八
～
三
三
）
も
同
書
題
を
踏
襲
し
た
。
南
宋
の
中
後
期
刊
本
と
未

詳
年
刊
本
の
存
在
も
推
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
宋
版
は
み
な
亡

佚
し
て
い
る
。 

 

現
存
本
の
来
歴
も
解
明
で
き
た
。
煕
寧
本
の
覆
刻
が
紹
興
本

で
、
紹
興
本
の
影
刻
が
明
の
顧
従
徳
本
（
一
五
五
〇
）
で
あ
る
。

元
豊
本
系
が
元
版
の
読
書
堂
本
（
一
二
八
三
）
と
古
林
書
堂
本

（
一
三
三
九
）
、
宣
和
本
系
が
日
本
の
室
町
古
鈔
本
、
元
豊
・
宣

和
・
紹
興
本
系
の
混
合
本
が
金
版
で
あ
る
。
煕
寧
本
の
旧
を
保

持
す
る
顧
従
徳
本
に
は
初
刻
本
と
補
刻
本
が
あ
り
、
不
詳
と
さ

れ
て
き
た
明
の
仿
宋
版
二
種
は
、
顧
本
初
刻
版
と
明
・
無
名
氏

の
顧
本
海
賊
版
だ
っ
た
。
顧
従
徳
本
と
読
書
堂
本
・
室
町
古
鈔

本
の
校
異
か
ら
、
煕
寧
本
・
元
豊
本
・
宣
和
本
に
お
け
る
校
刊

の
実
態
も
知
ら
れ
た
。
今
後
の
研
究
に
は
顧
本
・
読
書
本
・
古

鈔
本
の
校
勘
が
必
須
で
あ
る
。 

  

第
二
章 

『
針
経
』
と
『
霊
枢
』 

  
二
世
紀
前
後
に
編
纂
さ
れ
た
本
書
は
、
『
傷
寒
論
』
序
に

「
九
巻
」
、
『
甲
乙
経
』
序
に
「
針
経
九
巻
」
と
記
録
さ
れ
た
。

唐
の
針
生
教
材
で
「
黄
帝
針
経
」
が
正
称
と
な
っ
た
の
は
、
『
素

問
』
と
同
じ
背
景
か
ら
だ
ろ
う
。
新
羅
と
日
本
で
も
医
官
育
成
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の
教
材
と
さ
れ
た
。
北
宋
で
は
零
本
と
な
っ
て
い
た
が
、
高
麗
の

献
本
中
に
完
本
の
『
黄
帝
針
経
』
九
巻
が
あ
り
、
旧
法
派
の
王

欽
臣
が
元
祐
本
を
刊
行
（
一
〇
九
三
）
し
た
。
翌
年
か
ら
新
法
派

政
権
が
北
宋
末
ま
で
続
き
、
旧
法
派
に
よ
る
元
祐
本
は
重
印
さ

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
か
わ
り
に
元
祐
本
も
使
用
し
、
唐
代
か
ら

の
伝
本
を
よ
そ
お
う
偽
経
『
霊
枢
経
』
九
巻
が
作
成
（
一
一
一
六

～
一
八
）
さ
れ
、
の
ち
亡
佚
し
た
。
金
軍
に
よ
る
靖
康
の
変
で
版

木
ま
で
掠
奪
さ
れ
た
た
め
、
元
祐
本
は
現
存
し
な
い
。
元
祐
本
の

旧
貌
も
従
来
未
詳
だ
っ
た
が
、
金
・
蒙
古
・
元
の
文
献
に
見
い
だ

さ
れ
た
『
黄
帝
針
経
』
の
佚
文
は
、
現
『
霊
枢
』
と
篇
名
・
篇

順
ま
で
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
た
。 

 

南
宋
で
は
秘
書
省
に
な
か
っ
た
元
祐
本
を
史
崧
が
献
上
し
た
が
、

当
時
は
金
と
の
紹
興
和
議
へ
の
不
満
か
ら
「
華
夷
思
想
」
が
隠
然

と
し
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
王
継
先
は
元
祐
本
序
な
ど
「
東
夷
」
献

本
や
旧
法
派
の
証
拠
を
削
除
し
、
書
名
・
巻
数
も
『
黄
帝
内
経

霊
枢
』
二
四
巻
に
改
め
た
。
さ
ら
に
『
〔
重
広
補
註
〕
黄
帝
内

経
素
問
』
二
四
巻
と
合
刻
（
一
一
五
五
）
し
、
王
冰
の
「
黄
帝

内
経
伝
説
」
を
実
体
化
し
た
。
し
か
も
王
継
先
の
失
脚
と
追
放

（
一
一
六
一
）
に
よ
り
、
後
の
重
印
本
は
継
先
の
序
跋
な
ど
を
削

除
し
、
宋
の
史
書
も
目
録
書
も
紹
興
本
を
黙
殺
し
た
た
め
、
当

経
緯
が
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

紹
興
本
『
霊
枢
』（
亡
）
に
は
元
の
翻
刻
本
（
亡
）
が
あ
り
、

そ
れ
を
再
翻
刻
し
た
元
・
古
林
本
と
明
・
無
名
氏
本
が
現
『
霊

枢
』
の
祖
本
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
『
霊
枢
』
は
北
宋
の
大
規

模
な
校
定
を
へ
な
か
っ
た
た
め
、
唐
代
に
遡
る
旧
態
が
遺
存
す
る

と
み
ら
れ
る
。 

  

第
三
章 

『
難
経
』
概
説 

  

本
書
は
二
世
紀
中
後
期
の
成
書
で
、
『
素
問
』
『
九
巻
』
を
進

展
さ
せ
た
針
法
を
八
一
章
で
論
じ
る
。
『
傷
寒
論
』
序
に
「
八
十

一
難
」
と
記
録
さ
れ
、
西
晋
の
皇
甫
謐
は
「
難
経
」
と
も
い
う
。

二
三
九
年
こ
ろ
に
は
呂
広
注
本
が
出
現
し
た
。
現
行
本
で
は
宋
代

ま
で
の
旧
注
を
集
成
し
た
『
難
経
集
注
』
古
鈔
本
が
善
本
だ
が
、
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中
国
で
は
元
・
滑
寿
『
難
経
本
義
』
の
流
行
に
よ
り
、
か
つ
て

『
難
経
集
注
』
が
亡
佚
し
て
い
た
。 

 

近
年
、
ロ
シ
ア
東
洋
学
研
究
所
支
部
の
敦
煌
文
献
か
ら
四
～

五
世
紀
の
筆
写
ら
し
い
『
難
経
』
断
簡
が
発
見
さ
れ
、
現
行
本

と
異
な
る
章
順
で
記
述
さ
れ
て
い
た
。
現
行
本
は
、
楊
玄
操
が
従

来
の
順
次
を
「
類
例
相
従
」
で
改
編
（
六
二
一
～
六
三
〇
）
し
た

書
に
由
来
す
る
た
め
、
玄
操
以
前
の
旧
態
の
一
部
が
敦
煌
本
で
知

ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

第
四
章 

『
甲
乙
経
』 

  

本
書
は
西
晋
・
皇
甫
謐
の
撰
と
す
る
の
が
定
説
だ
っ
た
が
、
四

世
紀
後
半
の
無
名
氏
撰
と
論
証
で
き
た
。
そ
の
序
に
「
素
問
九

巻
」
と
「
針
経
九
巻
」
が
『
漢
志
』
の
「
黄
帝
内
経
十
八
巻
」

と
い
い
、
当
伝
説
の
端
緒
と
な
る
。
孔
穴
主
治
文
の
「
…
…
主

之
」
形
式
は
仲
景
医
書
（
三
世
紀
初
）
か
ら
借
用
し
、
『
脈
経
』

（
三
世
紀
前
中
期
）
の
「
類
例
相
従
」
に
倣
い
、
『
素
問
』
『
九

巻
』
『
明
堂
』
の
引
用
文
を
「
事
類
相
従
」
で
編
纂
・
加
注
し
て

い
た
。
『
素
問
』
『
九
巻
』
の
引
用
文
頭
を
「
黄
帝
問
曰
」
と
定

型
化
し
、
『
脈
経
』
と
同
じ
一
〇
巻
本
ゆ
え
十
干
で
「
黄
帝
甲
乙

経
」
と
題
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

梁
『
七
録
』（
五
二
三
）
以
前
に
孔
穴
図
二
巻
が
付
録
さ
れ
て

一
二
巻
本
と
な
り
、
隋
で
は
お
そ
ら
く
医
官
育
成
教
材
と
の
関

連
で
図
二
巻
が
削
除
さ
れ
、
音
釈
一
巻
が
付
録
さ
れ
た
。
皇
甫

謐
撰
に
託
さ
れ
た
の
は
七
世
紀
前
後
で
、
同
時
に
巻
八
～
一
〇

が
巻
八
～
一
二
に
分
巻
さ
れ
て
再
度
一
二
巻
本
と
な
り
、
現
行

本
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
。
唐
で
は
医
生
教
材
と
し
て
校
定
さ
れ
、
そ

の
系
統
が
敦
煌
本
断
簡
のP.3

4
8

1

とS
.1

0
5

2
7

ら
し
い
。 

 

宋
版
は
か
つ
て
煕
寧
校
刊
の
大
字
本
（
一
〇
六
九
）
が
し
ら
れ

て
い
た
。
あ
ら
た
に
元
祐
再
校
刊
小
字
本
（
一
〇
八
八
）
と
政
和

再
々
校
刊
大
字
本
（
一
一
〇
三
～
一
四
）
の
存
在
を
論
証
で
き
た

が
、
み
な
亡
佚
し
て
い
る
。
現
存
本
は
『
古
今
医
統
正
脈
全
書
』

（
一
六
〇
一
）
本
が
元
祐
本
系
、
明
藍
格
抄
本
が
政
和
本
系
だ
っ

た
。
医
統
本
は
経
文
・
無
名
氏
原
注
・
唐
注
・
北
宋
煕
寧
注
・
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北
宋
元
祐
注
か
ら
構
成
さ
れ
、
明
抄
本
は
さ
ら
に
北
宋
政
和
注

と
南
宋
・
元
・
明
の
注
な
ど
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
系
統

と
条
文
構
造
を
解
明
し
た
の
で
、
今
後
は
正
確
な
研
究
と
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

第
五
章 

『
太
素
』 

  

『
黄
帝
内
経
太
素
』
は
楊
上
善
が
『
素
問
』
『
九
巻
』
を
類
編

し
て
撰
注
し
た
が
、
上
善
と
成
書
・
日
本
伝
来
の
年
代
に
は
定
説

が
な
か
っ
た
。
近
年
み
い
だ
さ
れ
た
墓
誌
よ
り
、
上
善
（
五
八
九

～
六
八
一
）
は
約
六
七
五
年
に
本
書
三
〇
巻
と
『
黄
帝
内
経
明

堂
』
一
三
巻
（
上
善
『
明
堂
』
）
を
高
宗
に
奏
上
し
た
こ
と
が
し
ら

れ
た
。
両
書
が
書
名
に
「
黄
帝
内
経
」
を
冠
し
た
嚆
矢
で
あ
る
。

上
善
は
太
子
の
李
賢
に
侍
し
、
高
宗
侍
医
の
孫
思
邈
と
面
識
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
六
八
四
年
に
武
則
天
が
李
賢
を
自
死
さ
せ
た
の

ち
、
奏
上
本
も
太
子
の
司
経
局
に
あ
っ
た
稿
本
も
秘
匿
さ
れ
た
。

唐
に
留
学
し
た
阿
倍
仲
麻
呂
は
司
経
局
校
書
を
初
任
官
（
七
二

一
～
二
七
）
し
、
当
時
は
李
賢
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
て
い
る
。
帰

国
を
不
許
と
さ
れ
た
仲
麻
呂
は
入
手
し
た
李
賢
関
係
書
も
吉
備

真
備
に
託
し
、
七
三
五
年
の
真
備
帰
朝
で
『
太
素
』
ほ
か
が
日

本
に
将
来
さ
れ
た
。
中
国
で
は
北
宋
末
の
金
軍
侵
略
で
『
太

素
』
が
亡
佚
し
た
。 

 

日
本
で
は
七
五
七
年
の
孝
謙
天
皇
勅
で
本
書
が
医
生
教
材
と

さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
流
布
し
、
一
四
世
紀
か
ら
次
第
に
消
滅

す
る
が
、
仁
和
寺
は
本
書
ほ
か
の
医
書
を
一
六
世
紀
末
に
収
蔵
し

て
い
た
。
仁
和
寺
の
古
医
書
を
小
島
尚
質
ら
が
一
八
三
一
～
四

二
年
に
か
け
て
影
鈔
し
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
旧
を
保
持
す
る
た
め

幕
末
に
多
数
重
鈔
さ
れ
、
『
素
問
』
『
霊
枢
』
な
ど
の
研
究
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
に
な
る
と
、
清
国
公
使
館
随
員
の
楊
守
敬
が
一
八
八
一

年
に
小
島
家
蔵
書
を
一
括
入
手
し
、
八
四
年
に
帰
郷
し
た
。
こ

れ
ら
に
基
づ
く
『
太
素
』
の
中
国
初
版
は
袁
昶
本
（
一
八
九
七
）

だ
が
、
釈
文
等
の
問
題
が
多
い
。
つ
い
で
釈
文
・
校
刊
し
た
の
が

蕭
延
平
本
（
一
九
二
四
）
で
、
劉
貢
三
も
校
注
を
か
さ
ね
て
武
漢
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で
刊
行
（
一
九
三
五
）
し
た
。
劉
貢
三
本
を
入
手
し
た
矢
数
有
道

は
『
太
素
』
の
研
究
を
一
九
四
三
年
に
報
告
し
、
同
年
に
軍
医

を
志
願
し
て
武
漢
へ
赴
任
、
四
六
年
に
武
漢
近
郊
で
客
死
し
た
。

武
漢
で
劉
貢
三
ら
と
面
談
す
る
希
望
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
仁
和
寺

本
原
本
は
日
本
で
影
印
（
一
九
八
一
）
さ
れ
、
中
・
日
で
の
釈
文

研
究
が
銭
超
塵
ら
の
新
校
正
本
（
二
〇
〇
六
）
と
左
合
昌
美
の
新

新
校
正
本
（
二
〇
〇
九
）
に
結
実
し
た
。
『
素
問
』
『
霊
枢
』
等
の

研
究
に
『
太
素
』
を
正
確
に
利
用
す
る
基
盤
が
、
よ
う
や
く
両

国
で
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

第
六
章 

①
『
明
堂
』 

  

本
書
と
付
録
の
部
位
別
孔
穴
『
流
注
図
』
は
、
三
世
紀
中
期

の
成
書
と
論
証
で
き
た
。
条
文
形
式
を
一
世
紀
初
の
『
神
農
本

草
経
』
か
ら
借
用
し
、
『
九
巻
』
『
難
経
』
の
語
句
も
転
載
し
て
い

た
。
ロ
シ
ア
東
洋
学
研
究
所
支
部
の
敦
煌
本
断
簡
は
四
～
五
世

紀
の
鈔
写
だ
ろ
う
。
『
甲
乙
経
』
が
ほ
ぼ
全
文
を
分
散
し
て
引
用

（
甲
乙
『
明
堂
』
）
し
、
の
ち
異
本
等
の
派
生
も
あ
っ
て
本
書
と
そ

の
条
文
が
次
第
に
湮
滅
し
た
ら
し
い
。 

 

初
唐
で
は
甄
権
が
『
明
堂
図
』
を
編
纂
（
約
六
二
〇
）
し
た
。

こ
れ
を
李
襲
誉
ら
が
六
三
〇
年
に
増
修
し
た
『
明
堂
人
形
図
』

一
巻
は
、
孔
穴
部
位
や
主
治
文
が
甲
乙
『
明
堂
』
と
や
や
相
違

す
る
。
楊
玄
操
は
約
六
二
一
～
三
〇
年
に
『
明
堂
音
義
』
二
巻

を
撰
述
し
、
甲
乙
『
明
堂
』
と
大
差
な
い
経
文
も
併
記
し
て
い
た
。

両
『
唐
志
』
だ
け
に
著
録
の
『
黄
帝
明
堂
経
』
三
巻
は
、
「
黄

帝
」
と
「
経
」
が
付
加
さ
れ
る
の
で
、
針
生
教
材
と
し
て
永
徽

医
疾
令
（
六
五
一
）
前
に
『
明
堂
人
形
図
』
と
旧
伝
『
明
堂
』

文
献
よ
り
編
纂
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
以
上
の
初
唐
文
献
は
佚
文
の
み

残
存
す
る
。 

 

孫
思
邈
『
千
金
方
』
（
六
五
〇
～
五
八
）
の
巻
二
九
・
三
〇

（
千
金
『
明
堂
』
）
は
、
孔
穴
図
を
『
明
堂
人
形
図
』、
条
文
を
お

も
に
甲
乙
『
明
堂
』
に
依
拠
し
た
。
上
善
『
明
堂
』
一
三
巻

（
約
六
七
五
）
は
巻
一
だ
け
現
存
し
、
孔
穴
部
位
な
ど
を
甲
乙

『
明
堂
』
、
主
治
文
を
お
も
に
『
黄
帝
明
堂
経
』
か
ら
引
用
し
た
。
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王
燾
『
外
台
秘
要
方
』（
七
五
二
）
の
巻
三
九
（
外
台
『
明
堂
』
）

は
、
孔
穴
部
位
な
ど
を
甲
乙
『
明
堂
』
、
主
治
文
を
甲
乙
・
千

金
『
明
堂
』
と
『
明
堂
人
形
図
』
に
も
と
づ
く
。
付
説
し
た
日

本
の
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
（
九
八
四
）
の
巻
二
（
医
心
『
明

堂
』
）
は
、
上
善
『
明
堂
』
が
主
底
本
だ
っ
た
。
各
々
が
い
く
つ
か

の
文
献
に
依
拠
し
た
の
は
、
い
ず
れ
の
編
纂
時
も
原
『
明
堂
』
系

の
伝
本
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
近
年
、
甲
乙
『
明
堂
』
に
よ

る
黄
竜
祥
『
黄
帝
明
堂
経
輯
校
』
、
上
善
『
明
堂
』
に
よ
る
小

曽
戸
丈
夫
ら
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
が
公
刊
さ
れ
、
初
唐
か
ら
の

原
『
明
堂
』
探
求
に
よ
う
や
く
終
止
符
が
う
た
れ
た
。 

  

第
六
章 

②
針
灸
術
の
発
生
、
孔
穴
・
経
脈
の
認
知
と
変
遷 

  

青
銅
凹
面
鏡
な
ど
と
艾
に
よ
る
日
光
か
ら
の
採
火
が
、
中
国

戦
国
時
代
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
雲
夢
秦
簡
『
封
診
式
』

（
前
二
六
二
～
前
二
一
七
）
に
記
載
の
検
屍
規
定
「
久
（
灸
）
故

瘢
」
か
ら
す
る
と
、
瘢
痕
と
な
る
打
膿
灸
が
戦
国
時
代
か
ら
あ
っ

た
。
灸
瘡
か
ら
の
排
膿
に
砭
石
を
も
ち
い
、
そ
の
出
血
か
ら
瀉
血

法
も
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
。
瘢
痕
か
ら
灸
刺
部
位
も
次
第
に
認
知

さ
れ
た
が
、
ま
だ
穴
名
も
経
脈
概
念
も
な
い
。
初
期
の
石
針
法
を

記
録
し
た
『
史
記
』
扁
鵲
伝
の
「
外
三
陽
五
会
」
と
は
、
外

（
頭
上
）
三
陽
（
五
列
）
の
五
会
（
兪
）
計
二
五
部
位
を
い
い
、

三
才
と
陰
陽
五
行
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
灸
刺
列
と
部
位
別
取

穴
を
、
の
ち
『
素
問
』
は
「
五
行
・
行
五
」
と
定
型
化
し
た
。

敦
煌
本
と
甲
乙
『
明
堂
』
の
孔
穴
配
列
に
よ
る
と
、
頭
部
か
ら

下
行
す
る
中
心
線
上
お
よ
び
並
行
す
る
背
部
と
胸
腹
部
の
灸
刺

列
が
、
最
初
に
認
知
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
体
幹
骨
格
が
上

下
に
連
続
す
る
構
造
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
経
脈
概
念
の
第
一
段

階
だ
っ
た
。 

 

や
や
遅
れ
て
認
知
さ
れ
た
の
が
四
肢
を
上
行
す
る
灸
刺
列
で
、

背
景
に
は
手
足
の
怒
張
し
た
血
管
と
脈
診
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
三

陰
三
陽
説
を
併
用
し
、
手
足
か
ら
顔
面
や
一
部
臓
腑
に
い
た
る

第
二
段
階
の
一
一
脈
説
を
記
録
し
た
の
が
、
前
三
世
紀
末
以
前

の
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』
で
あ
る
。
手
足
経
脈
の
取
穴
法
を
、
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の
ち
『
霊
枢
』
は
「
五
五
・
二
十
五
、
六
六
・
三
十
六
」
と
定

型
化
し
て
い
た
。
頭
部
・
体
幹
の
灸
刺
列
を
手
足
の
経
脈
と
連
続

さ
せ
た
の
が
前
二
世
紀
の
綿
陽
（
男
性
？
）
人
形
、
灸
刺
点
も
え

が
い
た
の
が
前
二
～
前
一
世
紀
の
成
都
（
女
性
？
）
人
形
で
あ
る
。

成
都
人
形
の
背
部
に
は
臓
腑
名
が
記
入
さ
れ
、
背
部
の
灸
刺
点

と
臓
腑
の
相
関
性
が
最
初
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

同
時
に
灸
刺
点
へ
の
命
名
が
徐
々
に
始
ま
り
、
部
位
と
主
治
な
ど

初
期
の
孔
穴
概
念
が
形
成
さ
れ
た
の
は
約
前
一
世
紀
で
、
そ
の
様

相
が
『
素
問
』
に
み
え
る
。 

 

紀
元
前
後
～
一
世
紀
に
は
石
針
に
か
わ
り
、
孔
穴
へ
の
金
属
微

針
法
が
普
及
し
た
。
一
世
紀
後
半
の
経
脈
篇
（
『
九
巻
』
所
収
）

は
『
足
臂
』
系
の
灸
法
を
針
法
に
発
展
さ
せ
、
臓
腑
と
全
身
を

「
脈
気
が
大
循
環
」
す
る
第
三
段
階
の
一
二
脈
を
提
起
。
頭

部
・
体
幹
の
孔
穴
列
を
形
式
上
は
手
足
経
脈
に
帰
属
さ
せ
た
が
、

各
穴
の
属
性
な
ど
は
簡
単
に
改
変
で
き
な
い
。
そ
こ
で
三
世
紀
中

期
の
原
『
明
堂
』
は
、
頭
部
・
体
幹
を
下
行
す
る
孔
穴
列
と
手

足
を
上
行
す
る
臓
腑
一
二
脈
の
孔
穴
列
を
折
衷
し
、
命
名
さ
れ

た
孔
穴
を
術
数
論
か
ら
三
四
九
穴
に
整
理
し
た
。 

 

原
『
明
堂
』
の
折
衷
説
は
、
四
世
紀
後
半
の
甲
乙
『
明
堂
』

か
ら
七
世
紀
中
期
の
千
金
『
明
堂
』
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
が
、
千

金
『
明
堂
』
に
は
臓
腑
概
念
の
浸
透
と
経
脈
概
念
の
進
化
が
み

え
る
。
七
世
紀
後
半
の
上
善
『
明
堂
』
は
、
手
足
一
二
脈
の
孔

穴
配
列
を
『
九
巻
』
経
脈
篇
の
循
環
説
で
並
び
か
え
、
頭
部
・

体
幹
の
孔
穴
も
臓
腑
一
二
脈
と
任
脈
・
督
脈
に
分
配
し
た
。
こ

れ
で
全
孔
穴
を
一
四
脈
に
所
属
す
る
「
経
穴
」
と
し
た
こ
と
は
、

経
脈
説
の
出
現
と
孔
穴
へ
の
命
名
に
つ
ぐ
進
展
、
か
つ
現
経
絡
・

経
穴
説
の
予
見
と
も
い
え
る
。
八
世
紀
中
期
の
外
台
『
明
堂
』
は

『
九
巻
』
五
閲
五
使
篇
の
順
次
で
、
手
足
一
二
脈
に
頭
部
・
体

幹
と
督
脈
・
任
脈
の
孔
穴
列
を
連
続
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
甲
乙

『
明
堂
』
以
来
の
孔
穴
順
次
に
し
た
が
っ
た
た
め
、
同
一
脈
内
で

反
対
方
向
の
配
列
も
あ
る
。
一
〇
世
紀
末
の
医
心
『
明
堂
』
は

臓
腑
経
脈
概
念
の
す
べ
て
を
否
定
し
、
孔
穴
を
部
位
別
で
上
→
下

方
向
に
編
成
、
四
肢
で
は
一
本
の
孔
穴
列
が
か
ら
み
つ
く
よ
う
に

下
向
配
列
し
た
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
頭
部
・
体
幹
の
孔
穴
列
が
次
第
に
手
足
の
臓

腑
経
脈
に
連
続
さ
れ
、
上
善
『
明
堂
』
で
現
経
穴
・
経
絡
説
を

予
言
し
て
い
た
。
逆
に
、
『
素
問
』
以
前
の
孔
穴
書
を
再
現
し
よ

う
と
し
た
の
が
日
本
の
医
心
『
明
堂
』
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
文
献
の

う
ち
、
「
黄
帝
医
籍
」
と
『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
『
外
台
秘

要
方
』
が
北
宋
で
校
刊
さ
れ
、
以
後
の
孔
穴
・
経
脈
概
念
の
発

展
に
お
お
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る
。 

  

結
語 

  

「
黄
帝
医
籍
」
六
文
献
の
伝
承
と
変
化
に
お
よ
ぼ
し
た
歴
代
王

朝
の
政
策
、
さ
ら
に
政
変
・
戦
乱
の
影
響
は
甚
大
だ
っ
た
。
孔

穴
・
経
脈
の
認
知
と
変
遷
に
は
、
各
文
献
と
傑
出
し
た
個
人
の

見
解
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
二
〇
一
五
年
二
月
二
五
日
） 


